
 

 

令和５年度 年間授業計画   科目名 論理・表現  学年 １  英語科   
  

単 位 数 教 科 担 当 者 使用教科書・補助教材・その他 

２ 

大塚 有紗 
  神谷 智恵美 
 熊谷 聡一郎 

 Vision Quest English Logic and Expression 
I Advanced (啓林館) 

 Breakthrough upgraded         (美誠社) 
 Breakthrough upgraded English Grammar  
in 36 lessons                   (美誠社) 

 ○必 履 修 
  学校必履修 
  必修選択 

自由選択 

 
◆学習の目標 
 

英語によるコミュニケーションの見方・考え方を習得し、英語による話すこと（やり取り・発表）、 
書くことの言語活動及び、それらの統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理解し、 

 その内容を適切に話したり、書いたりする能力を養成する。 

 
◆主な学習内容・方法 
 

（１）日常的な話題について、語彙や文法を適切に使用し、英語でやり取りしたり、発表したり、 
書いたりする練習を行う。 

 （２）社会的な話題について、語彙や文法を適切に使用し、英語でやり取りしたり、発表したり、

書いたりする活動を行う。 

 
◆到達目標と観点別評価の評価規準 
 
・英語の論理構成や展開、情報や考えを効果的に伝える表現について理解を深め、英語でやり取り

したり、発表したり、書いたりする技能を身に付けるようにする。 
・コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、情報を整理しながら考えを形成し、 
それを論理的に適切な英語でやり取りしたり、発表したり、書いたりする力を養う。 

・英語の背景にある文化に対する理解を深め、やり取りする相手、聞き手、読み手に配慮して、 
主体的、自律的に英語でやりとりしたり、発表したり、書いたりしようとする態度を養う。 

 
〔観点別評価の評価規準〕 
 〇知識・技能 
・英語の論理構成や展開、情報や考えを効果的に伝える表現について理解を深め、英語でやり取り

したり、発表したり、書いたりできる。 
 
 〇思考・判断・表現 
・コミュニケーションを行う目的や場面、状況に応じて、情報を整理しながら考えを形成し、 
それを論理的に適切な英語でやり取りしたり、発表したり、書いたりできる。 

 
 〇主体的に学習に取り組む態度 
・英語の背景にある文化に対する理解を深め、やり取りする相手、聞き手、読み手に配慮して、 
主体的、自律的に英語でやりとりしたり、発表したり、書いたりしようとする態度を養う。 

  
◆年間予定授業時間 
 

予定時数 70 時間 １学期（ 26 時間）２学期（ 28 時間） ３学期（ 16 時間） 



 

◆学習のしかた（予習・復習・宿題・課題・その他） 
 
（１）日常的な話題について、英語の論理構成や展開、情報や考えを効果的に伝える表現について

理解を深め、目的や場面、状況に応じて、情報を整理しながら考えを形成し、英語でやり取

りしたり、発表したり、書いたりする練習をする。 
（２）社会的な話題について、英語の論理構成や展開、情報や考えを効果的に伝える表現について

理解を深め、目的や場面、状況に応じて、情報を整理しながら考えを形成し、英語でやり取

りしたり、発表したり、書いたりする活動を行う。 
 
◆授業計画 
 

学 
期 月 単元・教材等 

単元 

ごとの 

時間数 

学習の内容 学習到達目標 

１ 
学 
期 

４ 
  

  

 Lesson 1 
 
 
 Lesson 2 
 
 
 Lesson 3 

 
 
８ 
 
 

   9 
 
 
   9 

 

 ・スピーチ 

 

・プレゼンテーション 

 

 

・以下の文法項目についての知識を深める 

基本時制 進行形 
完了形(1) 完了形(2) 
助動詞(1) 助動詞(2) 助動詞(3) 
受動態(1) 受動態(2) 
不定詞(1) 不定詞(2)  
不定詞(3) 不定詞(4)  
名詞と冠詞 

 
・将来の夢について、英語

の論理展開、構成を考えな

がら原稿を作成し、聞き手

に配慮してスピーチがで

きるようにする。 
 
・食生活と健康について、

英語で情報を整理しなが

ら考えをまとめ、発表でき

るようにする。 

５ 

６ 

７ 

２ 
学 
期 

８ 
 
 
 
 
 Lesson 4 
 
 
 Lesson 5 
 
 
 Lesson 6 
 
 
 Lesson 7 

 
 
 
 

7 
 
 

7 
 
 
 

7 
 
 

7 
 

 
・ディスカッション 
 
・スピーチ 
 
 
・以下の文法項目についての知識を深める 

 
動名詞(1) 動名詞(2)  
分詞(1)   分詞(2)  
関係詞(1) 関係詞(2) 関係詞(3) 
関係詞(4) 関係詞(5) 
比較(1)   比較(2)   比較(3) 
否定(1)   否定(2) 
代名詞(1)  
接続詞(1) 接続詞(2) 接続詞(3) 

 
・環境問題について論理展

開を考えながら、英語で議

論する力を身に付ける。 
 
・世の中を発展させてきた 
 発明品について、論理構

成や展開について留意し

ながら原稿を作成し、聞き

手に配慮しながら英語で

スピーチが出来るように

する。 
 
 

９ 

10 

11 

12 

３ 
学 
期 

１ 
 
 Lesson 8 
 
 
 Lesson 9 

 
8 
 
 

8 
 

 
・ライティング 
・ディベート 
 

・以下の文法項目についての知識を深める 

仮定法(1) 仮定法(2) 仮定法(3) 
代名詞(2)  
形容詞と副詞 
前置詞  
様々な構文(1) 様々な構文(2) 

 

 
・世界遺産について学び、

日本の観光資源について

理解を深め、英語で紹介記

事を書けるようにする。 
 
・ディベートのルールに従

って、英語でディベートが

出来るようにする。 

２ 

３ 

 


